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Seasonalchangeoftx）dyweightin顆istTeHliSabramusinKagawaPrefbcture．  

Rya痴Mα磁：月ぬ∽噸毘如0ろ月ぬ∽－ゐイープ名物吻の叫穴2■α即・毎秋  

（mZanOWSki，1961）があり，季節的な変化につ  

いては，リュウキュウユビナガコウモリ  

〟言〝～甲ね川5 5Cゐ′ぞfあerざf あJ甲0め，ドゥクツホ  

オヒゲコウモリ喝′OJ～ゞ VeJ昨r，およびキクガ  

シラコウモリ尺ゐ～〃OJ甲ゐ〟5斥′川朋β留〟j〃〟肌（Dwyef，  

1964；Kunz，1974a；庫本，1977），成長の－・部  

としでサバクコウモリA〟′P甜〟ぶクαJJ王血5，ヤ  

マコウモリ坤cJαJ〟5Jのヱ呼Je′・〟∫，オオクビワコ  

ウモリ毎庇正邪．伽c〃5，ナミエヒナコウモリ  

陀汐e′・J～JJわ．～呼e′・α乃5 5呼e′α旧，およびテング  

コウモリ肋′～朋Je〟COgα5Je′・研押通榔（Davis，  

1969；Maeda，1972；Kunz，1974b；船越・内乱  

1981；庫本・内田，1981）があり，さらに適応の  

面からエビナガコウモリ〟f乃上野Je川55Cあ′eヱあe′：5～  

ル晦両の附，羞よびアブラコウモリPわ最′e肋5  

abr・amu5（船越・内乱1975；Funakoshi＆Uchida，  

1978）がある。－カ，飼育状態での研究では成長  

の－・部としてヒロバナコウモリ 勅7Cfよceg〟～  

ゐ〟椚e′・αJ∫5，ナミエヒナコウモリⅤ5。5呼e′・α那，  

およびヨーロッパアブラコウモリP画Jrピ肋5  

pipistrellu3（Jones，1967；Funakoshi＆Uchida，  

1982；Hughes＆Rayner，1993；Hughes，Rayner  
＆Jones，1995）がある。これらの研究において，  

雌の体重は4～・6月にかけて増加し（DwyeI，  

1963；船越・内乱1975；庫本，1977；Funakoshi  

＆Uchida，1978；Hughes＆Rayner，1993），周  

年の体重変化は，2山2谷型を示した（Dwye－・，  

1964；船越・内田，1975；庫本，1977；Funakoshi  

＆Uchida，1982）。  

Abstr・aCt  

Seasonalchanges of bdy weight were  

investlgatedinthehouse－dwellingbat，PbistYellu5  

abramu5，inthewesternpartofJapanParturition  
Perid was 血・Om the middle ofJune to the  

beginnlng OfJuly，Hibernationperiod was f－om  

the middle of October to thelate of March 

Female body weight attained its peak just 

before the parturition Body weight increased 

B．om August to October in the adults and  

younglB∝ly weight attainedits peak before  

the hibernatioin of the adults and young Fat 

deposition started alittlelaterin the young  

thanintheadults“Theaverageratioofdecreaslng  

body weight in the hibernation period is about 

21”3－25．3％in adult females，20h3－260％in  

young fbmales and2413・・27、1％in young males 

Because the average of body weight decreased 

丘om9”3gto71gin fbmalesbytheirparturition，  

theloss of their bdy weightis23”7％ The  

body weight of the young in both sexes 

is significantly less than that of the adults 

untilautumnin the fir・St year  

は じ め に  

食虫性コウモリの体重に関する研究としては，  

野外での研究では冬季の変化に、ついてタイリク  

ノレンコクモリ 坤oJ由 乃α〝〝er∫他8種  
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筆者は，野外で出巣時と出巣後約2時間に休  

息場所に来たアブラコウモリ P桓ねJerJJ〟∫  

αムrα朋〟∫を捕獲し，出巣時の体重と出巣後約2  

時間の体重の増加量（採食量）の季節変化，およ  

び肥満度の季節変化を調べアブラコウモリの生  

活史との関連性について論議した。  

材料および方法  

調査地点は，香川県の西部の三豊郡高瀬町比  

地小学校（東経133度44分，北緯34度10分）  

である。調査は，アブラコウモリの冬眠期であ  

る11月から2月を除いて，1997年7月から1998  

年6月にかけて各月1回の割合で行った。アブ  

ラコウモリの出巣時に巣から出てくる個体を昆  

虫網で捕獲し，肉眼で外部形態によって雌雄を  

確認した後、体重は上皿天秤（コンパクトミニ  

1211，TANIm）で最小目盛0．1gまで，外部形  

態はノギス（Peacock）で最小目盛0．1mmまで計  

測した。7月の新産児の飛翔開始後の幼獣と成  

獣の区別は肉眼で毛の色（幼獣は黒色がかって  

おり，成獣は茶色がかっている）によって判断し  

た。計測後前腕にナンバー入りのアルミニュウ  

ムの翼帯を付けて放した。しかし，再挿される  

個体は少ないので，各月の捕獲個体全体を扱う  

集団分析で季節的変化を解析した。   

出巣後約2時間（出巣を確認してから約2時  

間後）を経過して休息場にきた個体（Fig．1）の番  

号を確認し，体重を測定し，出巣時の体重を引  

いた値を増加量（採食量）とした。なお，このデ  

ータは1976～1980年に調査した。約2時間後に  

行ったのは，Kunz（1974a）によると，コウモリ  

は出巣後約2時間にその日の約80％の量の餌  

を食べるということに基づく。   

肥満度（condition factor）は水野・御勢（1972）  

に従い，体重（g）を頭胴長（cm）の3乗で割り，そ  

の値を1000倍して求めた。ただし，妊娠時の体  

重は，捕獲した個体の一部を捕殺し解剖して，  

それぞれの胎児の重さと採食量を引いた値であ  

る。なお，このデータも1976～1980年に調査し  

た。  

結  果  

各月の成獣，幼猷集団の体重を雌雄ごとに平  

均値と標準偏差億で示した（Fig．2）。なお，こ  

の個体群は，雄の捕獲が少なかったので，雄が  

捕獲できた月だけ雄の体重を示した。   

成獣雌の体重の周年変化は，4月中旬～6月  

中旬にかけて増加し，6月中旬～8月上旬に滅  

Fig，1A pICture Of a staylng for a rest place of tlle bat during about two hours  

after their em訂genCe time．  
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取b靂el．Female bdy weight and ra【e ofweightl（方S（％）in 顆おJ作J血∫ α占用朋〟5in 血e pe∫・id  

Of prehibernation（A）and posthibemation（B）by recapture methcd・  

Sex  prd敵地m飢kn（句（由  馳s払ibmtion（印（由  A－B  
No  

＆Age  （由   

MOlO7  adult  7．．7   6小2   1り5   19り5   

MOl18  adult  8．0   6．5  15   18．8   
MO258  adult  72  5．9  1．3   181   

Mean  7．6   6．4   59   14   188   

MO171  yOllng   7．1   6．9   51   52   2．0－1小7   29．0－⊥23小9   

MO185  yOllng   8‥8   6“5   23   26小1   

MO219  yOllng  67  53  1。4   20。9   

MO225  yOqng   88  68  2‖0   22“7   

MO233  yOung  6．9  5小3  53   1“6   178   
MO243  7．2  5、7   1“5  20‥8  

MD271   7．2  5．9  1“3  18．1   

M伝Im  7．0   7‖9   54   5小9   17   222－215   

少し，再び9～10月まで増加する。こ．のときに  

6月中旬の平均体重（9．3g）は，9′、・′10月の平均  

体重（8．1g）よりも大であるが，4月中旬と8月  

上旬の平均体重はほぼ等しい（4月中旬6．Og，  

8月上旬6．Og）。1998年の6月14日の調査では，  

13個体中10個体が産後の個体であった．。妊娠  

率（捕獲した個体のうち妊娠している個体数／捕  

獲した個体数）は100％であった。同年6月14  

日の出産直前の雌の平均体重は9．3gであり，出  

産直後の平均体重は7い1gで，2．2g（23．7％）の減  

少であった．。出産後，成獣雌の体重は減少傾向  

を示し，特に7月中旬～8月上旬にかけて急激  

に減少した。8月上旬の雌の平均体重は6．Og  

で，出産直後に比べて－15．5％の減少であった．。  

8月中旬～9月下旬には増加傾向を示し，9月  

下旬には平均体重は8．Ogであった．。9月下旬～  

10月中旬にかけては，ほとんど変化はなかった  

（Fig．2a）。   

当年生まれの幼獣の平均体重の変化は，全体  

的に雌が雄より高い傾向を示し，10月中旬の冬  

眠前まで増加する傾向がみられた（Fig・2b）。し  

かし，成猷に比べると平均体重が増加を始める  

時期は少し遅れ 冬眠直前でも成獣の平均体重  

より低かった。その間，8月中旬～9月にかけ  

てはその前後の時期に比べて一雄雌とも増加の割  

合がゆるやかで，特に雄にその傾向が顕著であ  

った（Fig．2b）。冬眠前の9月下旬および10月中  

旬の平均体重は幼獣の雌ではそれぞれ7．3gお  

よび7．毎，雄ではそれぞれ臥5gおよび7．Ogと，  

雌のはうが雄より大きい傾向を示した（Fig．2b）。   

再捕獲によって追跡できた雌の冬8民前と冬眠  

後の体重の個体別変化（職blel）から、冬眠前の  

9月下旬と10月中旬，および冬眠後の3月下旬  

と4月中旬の間では，成獣も幼獣もあまり変化  

はなかった。冬眠中の体重の減少は成獣では  

1．3～1．5g，幼獣では1．3へノ2．弛であり，減少率  

（（冬眠前の体重一冬眠後の体重）／冬眠前の体  

重）は成獣では18．1（ノ19．5％，幼獣、では17．8へノ  

29．0％であった。   

体重の季節的変化を捕獲個体全体でみると  

（Fig．2a，b），平均体重の減少は成獣雌ではl．7  

～2．Og，幼獣雌では1．4～1．5g，雄では1い4～  

1．7gであった。減少率は，成獣雌では21．3一～  

25．3％，幼獣の雄では蝕3～27．1％，幼獣の雌  

では20．3～26．0％となった。したがって－幼獣の  

雄の方が幼獣の雌よりも少し高かった。  

－・36－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



（10）   

ハ
．
∧
V
 
 
 

J
 
 
 

（
 
l
 
l
 
 
 

〓
言
声
 
 

】
コ
ニ
二
〓
 
 
 

O
n
V
 
 
′
h
V
 
 
 

∧
V
 
 
∧
‖
V
 
 

‡
三
 
 

≡
≡
〓
u
I
 
 

Fig．3 Seasonal changes ofincr’eaSlng ratio of body weight The ratio was  

calculated as fbllows：the body weight at prefbeding divided by the weight  
at postfbeding by recapturing（1976－1980）The recapture WaS made at about  

two hours after their emargence Virtical lines indicate one standard deviation 

Specimens examined are shown in parentheses 

Aduけ5   

日fh川e8月Offe皿aJeざ（－）  

1伽皿eanOf皿aleぶ（．…）  

n
U
 
 

▲
‖
〓
‖
U
 
 
 

9
 

n
V
 
7
一
 
 

≡
言
霊
 
≡
T
ご
p
≡
U
 
 

m
測
 
 

（14） （39）  （9）  （68） （50）  （6）  

（1）  （6）（20）（4）（64）（21）（21）  

M  A  M  J  J  A  S  O  

仙on†h  

Fig4 Seasonal changes of mean COndition factor（1976－1980），Whichis divided  

bodylenngth ×1000 by（bodylength）3  

Virtical1inesindicate one standard deviationSpeCimens examined are  

shown in parentheses 

－37－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



福岡でのアブラコウモリ（Funakoshi＆Udlida，  

1978）においてもみられている。また，飼育下の  

ナミエヒナコウモリ（Funakoshi＆Uchida，1982）  

においてもみられて－いる。今回の調査では，こ  

の時期には巣の近くにある外灯に集まる昆虫類  

は少なく，餌となる昆虫類がまだ十分に活動し  

ていないように思われた。こ．の時期に体重があ  

まり増加しない減少について，DwyeI・（1964）お  

よびKunz（1974b）も，この時期に有効な昆虫類  

が少ないことと関連があると考えている。コウ  

毛りを飼育した状態でもこのような傾向がみら  

れることから，Funakoshi＆Uchida（1982）は周年  

の体重の変化には内分泌腺の括動リズムが関係  

しているこ．とを指摘して－いる。以上のことから，  

アブラコウモリの体重の変化は，外的環境だけ  

でなく内的環境にも影響されるものと考えられ  

る。   

4～6月にかけて，雌の体重は増加して－いた  

（Fig．2a）。この時期は，アブラコウモリを含め  

て，温帯地方の多くのコウモリ類では妊娠期間  

に相当する。4～6月の体重の増加について－  

Dwyer（1964）は妊娠によって影響されること，  

船越・内田（1975），Funakoshi＆Uchida（1978），  

およびHughes＆RayneI（1993）は，急速な成長段  

階にある胎児への栄養供給と対応しているこ．と，  

また庫本（1977）は最も餌が豊富に得られる時期  

と＋許す－ることをあげている。さらに，Hughes  

＆Rayne－（1993）は出産後の授乳中のエネルギ・－・  

要求にも困らないためでもあるという。今回調  

査した香川県西部のアブラコウモリは，この時  

期，採念のための出巣開始時刻は，日没時刻に  

比べて早くなって－いる（森井，1982）。また，雌  

においては出巣開始後約2時間の採食量は雄の  

それより多く（Fig巾3），肥満度も高い値を示して  

いた（Fig．4）。したがって，多くの研究者が指摘  

しているように，胎児の発育や成長のためによ  

り多くの栄養源を必要とする（森井，1982）ため  

に，多くの餌を採り，体重が増加することにと  

もない（Figリ2a）身体も肥満す－る（Fig・4）ことに  

なっているものと思われる。それに対して，ア  

ブラコウモリの雄はこの時期に雌のように胎児  

の成長に用いる栄養源を多く得る必要はない。  

出巣後約2時間の各月の雌雄別の体重の増加  

量（採食量）の平均（Fig．3）から，雌では6月と9  

～10月にかけて，雄では10月が，他の月に比  

べて高かった。   

各月の雌雄別の肥満度の平均（Fig．4）から，雌  

では6月，7月，および10月が，雄では10月  

が，他の月に比べて高かった。  

考  察  

野外環境の変化によって年によって多少の違  

いはあるが，香川県のアブラコウモリは3月下  

旬～4月上旬に冬眠から覚め（森井，1982），4  

月下旬には排卵が起こり（内田，1966），雌の体  

内に蓄えられていた精子によって受精をし（内  

田，1966），7月上旬に出産する（Mor・ii，1980），  

新生児は約1ケ月で独立生活に入り（内田，  

1966；Mol・ii，1980）10月下旬に交尾をし（内田，  

1966），10月下旬～11月にかけて冬眠に入る（森  

井，1982）。   

なお，今回の調査では，出産時期は6月中旬  

と推定された（Fig．2a）が，MoI・ii（1980）は香川県  

西部の地域の出産時期を7月上旬であるとして  

いる。このことは，出産時期が1998年は約半月  

早くなっていたヱとになる。このような，出産  

時期が年によってずれることは福岡でのアブラ  

コウモリ（内田，1966），およびキクガシラコウ  

モリ（庫本，1977）でもみられ、ている。   

今回のアブラコウモリの雌の平均体重の周年  

変化は，2山2谷型を示していた。このような  

型は今までにオーストラリアでのリュウキュウ  

エビナガコウモリ（Dwyer，1964），熊本県での  

エビナガコウモリ（船越・内田，1975），山口県  

でのキクガシラコウモリ（庫本，1977），および  

福岡県でのナミエヒナコウモリ（Funakoshi＆  

Uchida，1982）でも知られて一おり，温帯地方にも  

生息し，冬眠という生活型をもったコウモリに  

見られる体重の周年変化の型であろうと思われ  

る。   

3～4月にかけて，雌の体重はあまり増加し  

ていない（Fig．2a）。野外でこの時期の体重増加  

の割合が少ないことは，オーストラリアでのリ  

ュウキュウユビナガコウモリ（Dwyel，1964），  

－38－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



しく低下し余分なエネルギーを脂肪の蓄積に振  

り向けるためであろうと考えている。また，  

Funakoshi＆Uchida（1982）はナミエヒナコウモ  

リの飼育によって詳細な体重の変化を調査し，  

前述したように脂肪の蓄積や消失の年変化は，  

内分泌腺の活動リズムによって調節されている  

ことを指摘している。以上のことから，アブラ  

コウモリにおいても，多くの餌を採り内分泌腺  

の括動リズムによって，冬眠に備えて－多くの脂  

肪を蓄積するため，体重が増加するものと考え  

られる。また，9月下旬～10月中旬にかけてあ  

まり体重の増加がみられないのは，Funakoshi＆  

Uchida（1978）から推定すLると，8月に比べてこ  

の時期には餌となる昆虫類が極端に少なくなる  

ため，採餌括動の割に体盈の増加には有効性が  

少ないためではないかと思われる。   

なお，6月中旬の雌の出産直前から出産直後  

の平均体重の違いは，2．2gであった．。香川県で  

のアブラコウモリの平均産児数は2．3であり，  

新産児1頭あたりの平均体重は09gである（森  

井，1976）ことから，ほぼ，新産児の体重分が減  

少したてとになる。この2．2gは，出産前の雌の  

平均体畳の23．7％になる。ヨー・ロツパアブラコ  

ウモリ（Hughes＆Rayner・，1993）では，17％であ  

り，アブラコウモリより低い。Hughes＆  

Rayner（1993）は，こ・の値はヨー・ロツパアブブコ  

ウモリの雌成獣が運べる重量の合計になるかも  

知れないとして－いる。、アブラコウモリの方が少  

し大きい値を示したのは，アブラコウモリはヨ  

－・ロツパアブラコウモリより外部形態が少し大  

きいので，より重い重量まで運べるのかも知れ  

ない。   

冬眠期間中のアブラコウモリの体重の減少  

（1もblel）では成猷雌の減少率は18．8％（1．4g）  

であった。捕獲個体全体でみると，2l．3～25．3％  

（1．7～2．Og）であった（Fig．2）。福岡県でのアブ  

ラコウモリでは雌で31％，雄で36％と今回の結  

果より少し大きな値（Funakoshi＆Uchida，1978）  

であった．が，エビナガコウモリでは 32％  

（Shimoizumi，1959），および約23％（船越・内  

田，1975）の減少，リュウキュウエビナガコウモ  

リ（DwyeI，1963）では雌雄とも約23％の減少で  

したがって生略史上での雌雄の違いから，雌雄  

のあいだで体重や肥満度に違いがでてきたもの  

と推測される。   

7月中旬～8月上旬にかけて，成獣雌の体重  

は減少し（Fig2a），肥満度も低下していた  

（Fign4）。この時期の雌の体重の増加率の減少に  

ついては，ユビナガコウモリ（船越・内田，1975）  

およびナミエヒナコウモリ（Funakoshi＆Uchida，  

1982）でも観察されて－いる。雌の体重の増加率が  

減少することについて，船越・内田（1975）は出  

産保育の負担によって採食油動がある程度抑え  

られる結果と考えている。アブラコウモリの成  

獣雌にとっては，出産後の6月中旬へ／8月上旬  

は，幼獣への保育，授乳の時期に相当し，多く  

のエネルギ1－・源を必要どす－る時期である。7月  

下旬～8月上旬に捕獲した雌の個体には，全身  

が脱毛した個体や，腹部を中心に部分的に脱毛  

した個体が6頭みられた。この脱毛した個体の  

うちの－・部が9月に入って再捕獲されたが，脱  

毛は直っていた。このようなことから，幼獣を  

保育するためにはかなりの体力の消耗やエネル  

ギーの消費があるものと思われる。また，6月  

に比べると採食量も少ない（Fig．3）ので体重を  

15．5％も減少させたものと考えられる。   

8月中旬～10月にかけて成獣雌の体重は増  

加し（Fig．2a），肥満度も徐々に高くなっている  

（Fig．4）。雌の体豊が冬眠前に急速に増加する現  

象については，KZanOWSki（1961），Dwyer・（1963），  

庫本（1977），船越・内田（1975），およびFunakoshi  

＆Uchida（1978，1982）によっても報告されてい  

る。また，9～10月にかけての個体は，肉眼で  

も下腹部の皮膚が脂肪で白く膨張しているのが  

観察できる。解剖すると他の括動時期に比べて  

多くの皮下脂肪が蓄積されており（Funakoshi＆  

Uchida，1978；森井，未発表），解剖している辛  

が皮下脂肪によって覆われるくらいに多くの脂  

肪が蓄えられている。また，他の月に比べて採  

食量も多い傾向がみられる（Figl3）。このような  

体重の増加について，mZanOWSki（1961）は，低  

温のために物質代謝が急に低下するためである  

こと，船越・内田（1975）は，ねぐらの中では体  

温は低温に維持されているため基礎代謝量が著  
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月上旬には前肢の指の関節がまだ十分に骨化せ  

ず（森井，未発表），成長がこの時期まで続き（森  

井，1981），この時期が幼獣から成獣への換毛の  

時期である（森井，未発表）。以上のことから，  

幼獣は体重の増加や脂肪の蓄積が成獣に比べて  

遅れるものと考えられる。   

今回の幼獣でみられた雌の体重が雄の体重よ  

り重い傾向（Fig．2b）は，福岡のアブラコウモリ  

（Funakoshi＆Uchida，1978），およびキクガシラ  

コウモリ（船越・内田，1975）でもみられて－いる。  

アブラコウモリにおいて雌が雄より重い傾向を  

示すのは，外部形態が，雌が雄より大きい傾向  

がある（森井，1996）ことと関連していよう。ユ  

ビナガコウモリでは，外部形態は雄の方が雌よ  

り大きい傾向を示している（Maeda，1978；  

Funakoshi，1986）ので，逆に雄の体重が雌の体  

重より重い傾向（船越・内乱1975）なのであろ  

う。   

今回のアブラコウモリでは、冬眠前の体重は  

成獣の方が幼獣より高い傾向を示していた．  

（Fig．2）。このような現象は福岡でのアブラコウ  

モリ（Funakoshi＆Uchida，1978），サバクコウモ  

リ（Davis，1969），およびキクガシラコウモリ（庫  

本，1977）でもみられて－いる。Davis（1969），お  

よび庫本（1977）は，秋に蓄えられる脂肪の量は  

成獣の方が幼獣より多いためであるとしている。  

アブラコウモリでも同様のことが考えられるが  

今後の詳細な調査がまたれる。冬眠前の幼獣雌  

の体重は雄より大きい傾向があった（Fig．2b）。  

このような現象についてはオオクビワコウモリ  

（Kunz，1974b）でもみられKunz（1974b）は雌雄  

による脂肪の蓄積の違いであろうとしている。  

アブラコウモリも同様のことが考えられるが，  

外部形態が雌の方が雄より大きい（森井，1996）  

ことも関係しているかもしれない。   

冬眠期間中の個体追跡によるアブラコウモリ  

の体重の減少（1払ble．1）では，幼獣（1．7g，減少  

率21．5～22．2％）は，成獣（1。毎，減少率ほ8％）  

より大きい値であった。また，捕獲個体全体で  

は（Fig．2），幼獣雄（1・4～1・7g，減少率24い3～  

271，1％）は，幼獣雌（114′、一1．5g，減少率20．3～  

26．0％）より大きい値であった。冬眠期間中の体  

あった。－・方キクガシラコウモリでは25．9～  

28．2％，コキクガシラコウモリでは29．8～  

31．2％減少していた（船越・内田，1978）。こ．の  

こ．とは，冬眠期間中の体重の減少は，  

Dwye－（1963）も指摘しているように生息地域や  

コウモリの種によって異なって－いるようである。  

m・ZanOWSki（1961）は，体重の減少率の大きい原  

因として冬眠期間中の覚醒の度合いと関係があ  

るのではないかと指摘している。Ransome  

（1968）は，キクガシラコウモリでは秋の間に脂  

肪が十分に蓄積できなかった個体は冬眠に失敗  

し死亡個体が増すこ．とを指摘している。アブラ  

コウモリでは，冬眠中の成獣雌は幼獣雌よりも  

体重の減少率が少ないことから（恥blel），成獣  

雌より幼獣雌が多く冬眠中に死亡するのかもし  

れない。森井（1997）は，死亡個体を採挿し，1  

歳令までの幼獣が成獣より多く採補されたこと  

を報告し，この結果は今回の冬眠中の体重の減  

少率の変化から推測される死亡の要因とうまく  

一・致している。   

一・方幼獣では，7月下旬の独立生指を始めた  

時期（内田，1966；森井，1980）から，冬眠の前  

まで急速な体重の増加がみられた（Fig．2b）。こ  

のような傾向は福岡でのアブラコウモリ  

（Funakoshi＆Uchida，1978）やナミュヒナコウモ  

リ（Funakoshi＆Uchida，1982）において－もみられ  

る。生まれた年に性成熟に達する点が両種に共  

通している。それに対して生まれた年に性成熟  

に達しないヤマコウモリ（Maeda，1972），およ  

びテングコウモリ（庫本・内田，1981）では緩や  

かな増加であった。幼獣の冬眠前の体重の増加  

は，成獣と同じく冬眠に備えての脂肪の蓄積の  

た．めと思われる。しかし，アブラコウモリでは  

雌雄とも幼獣の体重が成獣にくらべて増加する  

時期は少し遅く（Fig．2b），8月下旬～9月中旬  

に体重の増加の割合は減少していた（Fig．2b）。  

福岡でのアブラコウモリ（Funakoshi＆Uchida，  

1978），ユビナガコウモリ（船越・内乱1975），  

およびキクガシラコウモリ（庫本，1977）の幼獣  

でも，同様の現象がみられる。この原因につい  

て庫本（1977）は，幼獣の換毛や繁殖との関係を  

指摘している。アブラコウモリの幼獣では，9  
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重の減少はDwyeI・（1963）は生息地域やコウモリ  

の種によって異なることを指摘しているが，  

軋ZanOWSki（1961）も観察しているように雌卿こ  

よっても異なるのではないかと考えられる。ア  

ブラコウモリでは，冬眠中，幼獣では雌より雄  

の方が体重の減少率が大きいことから，  

Ransome（1968）が指摘するよ、うに雌より雄の方  

が多く冬眠に失敗するのかもしれない。  

要  約   

1997年7月から1998年6月にかけて－アブラ  

コウモリタノカノ’∫′′eノノ〟∫ ∂∂′∂劇〟∫の体重の周年  

変化を調べた。結果は次のようであった。  

1L雌の体重は，出産直前と冬眠直前にピーク  

を持つ2山2谷型を示した。  

2．8～10月にかけて体重は増加していた。こ  

れは冬眠に備えて脂肪が蓄積されたトためと  

考えられる。  

3．9月からの脂肪の蓄積は幼獣では，成獣に  

比べて少し遅れて－いた。これは幼獣の成長，  

換毛および繁殖が影響しているものと考え  

られる。  

4．出巣後約2時間の採食量は，雌では6月，  

9月および10月に多かった。雄では，10  

月に多かった。  

5．肥満度は雌では6月および10月に，雄では   

10月に高い値を示した。  

6．冬眠期間中の体重の消失は成獣雌では21．3  

～25．3％，幼獣雌で20．0～26り0％，幼獣雄  

では24．3～27．1％であった。  
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